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【背景・目的】 

グラフェンと同様の積層構造を有する 2 次元層状物質は、その構造に起因する特異的な物性に

興味が持たれ古くから研究が行われてきている。中でも、二硫化モリブデン (MoS2) は、単層あ

るいは数層が積層した薄膜においても半導体の性質を保持していることから、次世代エレクトロ

ニクス材料への応用が盛んに検討されている。層状物質の単層化法のひとつとして、液相プロセ

スによるリチウムインターカレーションを用いた剥離法がある。[1] バルク層間にリチウムをイ

ンターカレートした層間化合物を、水と反応して水素を発生させ、その体積膨張により剥離する

方法である。一方で、リチウムインターカレーション法は、層間化合物を作製する方法としても

有用であり、リチウムイオン電池やハイブリッド材料作製プロセスとしても興味が持たれている。

本研究では、液相プロセスによるリチウムインターカレート MoS2 の作製、およびその吸湿過程

について XRD を用いて層間距離の変化を追跡したので報告する。 

【結果・考察】 

 文献[2]に従って、リチウムをインターカレートした MoS2を作製した。MoS2の粉末に対し、大

過剰量の n-ブチルリチウムを、ヘキサン中、室温で 48時間作用させた後、過剰の n-ブチルリチウ

ムをろ過し、リチウムインターカレート MoS2 (Li xMoS2) を単離した。得られた粉末をガラスプレ

ートに塗布、窒素雰囲気下で封止し XRD 測定を行った。さらに、Li xMoS2を大気暴露した後、少

量の水を作用させ、XRD による経時変化測定を行った。図 1 に、それぞれ得られた XRD パター

ンを示す。リチウムインターカレーションにより、バルク MoS2(002)に帰属される 14付近のピー

クが低角側にシフトしており、層間距離が

広がったことを示す結果が得られた。さら

に、吸湿によるピーク変化が観察され、水

のインターカレーションを追跡することに

成功した。 
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Fig. 1 X-ray diffraction patterns of (a) MoS2 powder 

(b) LixMoS2, and (c) LixMoS2+H2O (injection of water 

to LixMoS2). 
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